
尼崎の未来に向けたまちづくりについて

～大庄地区にお住まいのみなさまと～

令和６年11月19日、尼崎市のまちづくりについて、参加者のみなさまに説
明をし、また参加者のみなさまからは、地域活動のこと、児童ホーム・こど
もクラブの環境改善のことなど様々な意見をいただきました。

より活発な地域活動
に向けて

【参加者からのご意見①】

〇行政には地域発意の取組が
上手くいくよう様々な主体
とマッチングするような支
援をお願いしたい。

みんなの

尼活
皆議

【参加者からのご意見③】

〇公共施設にお湯が出るミ
ルクの作ることができる環
境を整えてもらえたらなぁ。

公共施設の
機能向上を

【現在の対応などについて】

●各地域課ではプラット
フォームや各種講座等を活
用し、多様な主体が出会う
場の創出に取り組んでいま
す。

●また、地域担当職員が地域
に出向く中で相談に応じて
適切な主体とつなぐ等の支
援を行うほか、プラット
フォームでは新たな参加者
を増やす工夫(アウトリーチ
開催等)も行っています。

【参加者からのご意見②】

〇 児童ホームやこどもクラブ
に関しては予算を充実し、
環境改善を進めて欲しい。

【現在の対応などについて】

● 児童ホームの環境改善につ
いては、これまでも予算の
範囲内で必要な環境整備を
行っていますが、建設から
年月が経過し老朽箇所が散
見されるなど環境改善に限
界があるのも事実です。

● そうした中でも現場の児童
ホーム従事者等と協議調整
し、創意工夫して対処して
いるケースもあり、引き続
き、可能な限り施設の環境
改善に努めていきます。

児童ホーム・こども
クラブの環境改善を

【現在の対応などについて】

●授乳の環境が備わった公共
施設もありますが、そう
いった施設は多くはないの
が現状です。そのため、新
たに施設を整備する場合や
改修等を行う際には、施設
の性質を十分に勘案しつつ、
市民・利用者の皆さまのご
意見を伺いながら、授乳室
だけでなく、おむつ交換台
の設置なども含め、子育て
しやすい環境整備に取り組
んでいきます。



みんなの

尼活
皆議

認知症になっても安
心して暮らせる社会

【参加者からのご意見⑤】

〇刑務所を出所した人たちの
再犯防止のためにも、そう
いった人たちに対する住居
確保の支援をお願いしたい。

（※） 参加者のみなさまのご意見や取組中（または取組予定）の事業等は、代表して一部のみを掲載しています。
この他にいただいたご意見等は、尼崎市公式ホームページに掲載の車座集会の対話録をご覧ください。

マンション管理に
ついて

【参加者からのご意見④】

〇マンションが管理不全に陥
らないためにも分譲マン
ション入居者に対する適切
なマンション管理に関する
説明会の充実をお願いした
い。

【現在の対応などについて】

●虐待や認知症によるひとり歩
き等により、緊急かつ即時に
居所が必要となる高齢者につ
いて、市と契約する施設で一
定期間保護する「高齢者緊急
一時保護事業」を実施してい
ます。引き続き、介護が必要
になっても安全・安心に暮ら
せる基盤づくりに取り組んで
いきます。

【現在の対応などについて】

●区分所有者のマンション管
理への意識を高め、管理組
合の運営に積極的な参加を
促すため、マンション管理
に関するセミナーやマン
ション管理士などの専門家
への個別相談会、管理組合
への専門家派遣などを実施
しています。

【これからの対応について】

● 令和7年度は、動画配信方
式で実施していた管理セミ
ナーを区分所有者同士の交
流の機会を設けるために実
地で開催する予定であるほ
か、区分所有者の管理意識
の高揚に向け、マンション
管理に関する普及啓発の取
組についても検討していき
ます。

更正支援について

【現在の対応などについて】

●刑事施設の出所者等で住居
確保を必要とする方のご相
談については、南部・北部
保健福祉センターのしご
と・くらしサポートセン
ター尼崎やその方の経済状
況等に応じて生活保護の相
談窓口でお受けし、住居確
保とともに、お仕事探しや
生活に関する必要な支援を
実施しています。

●また令和6年度から、居住
支援の充実を図るために、
相談者に寄り添い、住まい
探しの相談から安定した生
活が送れるまでの見守りや
福祉サービスにつなぐ等の
支援を集中的に実施する地
域居住支援事業をスタート
させたところです。

●このため、住居確保に関す
る支援を必要とする方がお
られましたら、まずはお気
軽に南部・北部保健福祉セ
ンターのしごと・くらしサ
ポートセンター尼崎にご相
談ください。

【参加者からのご意見⑥】

〇警察に保護された身元不明
の徘徊老人を介護サービス
事業者が一時的に保護する
仕組みを導入してはどうか。


